


行行
政政
等等
報報
告告

町
長
か
ら
行
政
等
の
報
告
が
あ
っ

た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

■
耐
震
化
、
雨
漏
り
等
の
工
事
に
よ

り
役
場
本
庁
、
広
野
支
所
、
上
分
公

民
館
、
下
分
公
民
館
に
お
い
て
工
事

が
進
め
れ
ら
て
お
り
、
町
民
の
方
々

に
は
大
変
ご
迷
惑
を
掛
け
て
い
る

が
、
し
ば
ら
く
の
間
、
ご
辛
抱
願
い

た
い
。

■
宮
古
市
復
興
支
援
と
銘
打
っ
た
第

１８
回
目
黒
の
さ
ん
ま
祭
り
は
、
９
月

８
日
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
築
地
の
東
京
シ
テ
ィ

青
果
で
は
、
ス
ダ
チ
の
取
り
扱
い
量

は
こ
こ
数
年
約
５
５
０
０
ト
ン
と

な
っ
て
お
り
、
ス
ダ
チ
の
人
気
の
高

さ
と
消
費
の
伸
び
る
可
能
性
は
、
ま

す
ま
す
こ
れ
か
ら
も
安
定
的
に
続
く

の
で
な
い
の
か
と
の
説
明
で
、
よ
り

ス
ダ
チ
の
生
産
振
興
を
強
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

■
中
国
か
ら
飛
来
す
る
微
小
粒
子
状

物
質
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
問
題
に
な
っ
て

い
る
が
、
県
に
お
い
て
は
測
定
局
を

５
箇
所
増
や
し
１０
局
体
制
と
す
る

と
、
新
聞
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い

た
。
増
設
さ
れ
る
箇
所
は
、
鳴
門
、

北
島
、
鷲
敷
、
吉
野
川
市
、
神
山
町

と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
中
の
完
成

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

■
徳
島
県
は
、
７
月
３１
日
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
の

市
町
村
別
の
被
害
想
定
を
公
表
し

た
。
県
全
体
で
の
死
者
数
は
３
万

１
３
０
０
人
。
建
物
の
全
壊
、
消
失

数
は
１１
万
６
４
０
０
棟
と
推
定
さ
れ

た
。
い
ず
れ
も
最
悪
の
ケ
ー
ス
を
想

定
し
て
お
り
、
神
山
町
は
最
大
震
度

神山町議会

月月 定定 例例 会会
９月定例会は、９月１１日から２０日まで１０日間の会期で開催した。

提出議案は、補正予算３件、平成２４年度決算認定５件、条例の制定１件、財産の取得３件、

人事案件１件計１３議案を審議し、いずれも原案どおり、可決、認定、同意した。

一般質問では、３議員が登壇し（６ページから掲載）それぞれの町の考えを質問した。

第１８回目黒さんま祭り（東京）
焼さんまにすだちを添えて
６０００匹が配られた。

一般会計補正予算並び

に、２特別会計補正予算

が提案され総額で１４７万

円が追加されました。

一般会計 ４４億０９６４万円（▲２９万円）
簡易水道事業特別会計 ２億９６１４万円（１７１万円）
後期高齢者医療特別会計 １億２８２５万円（ ５万円）

（左は予算総額、（ ）内は９月補正額）えんがわオフィス
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平成２５年度

９９

2かみやま議会だより



が
６
強
、死
者
１０
人
、建
物
の
全
壊
、

消
失
数
は
２
１
０
棟
と
の
推
定
結
果

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は

あ
く
ま
で
想
定
で
、
本
町
で
は
深
層

崩
壊
や
道
路
の
崩
壊
な
ど
も
予
測
さ

れ
孤
立
す
る
地
区
が
出
て
く
る
可
能

性
も
想
定
さ
れ
る
。

■
国
は
災
害
時
の
個
人
の
備
蓄
を
３

日
か
ら
１
週
間
に
変
更
す
る
な
ど
東

北
で
の
大
震
災
以
降
、
自
助
、
共
助

の
強
化
を
図
る
な
ど
方
針
転
換
を

図
っ
て
い
る
。
本
町
で
も
災
害
時
の

備
蓄
用
品
の
充
実
を
図
る
こ
と
は
も

と
よ
り
、
住
宅
の
耐
震
化
の
推
進
や

自
主
防
災
組
織
の
充
実
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

■
８
月
２８
日
付
け
の
徳
島
新
聞
に
４

月
１
日
現
在
の
県
内
自
主
防
災
組
織

の
組
織
率
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
神

山
町
は
１９
団
体
で
３４
・
１
パ
ー
セ
ン

ト
の
組
織
率
と
い
う
こ
と
で
、
県
下

で
は
一
番
低
い
数
値
と
な
っ
て
い

る
。
現
時
点
で
は
２３
団
体
で
組
織
率

４４
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
お

り
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
指
し

組
織
率
の
向
上
に
向
け
努
力
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

■
過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例

表
彰
に
つ
い
て
、
神
山
町
が
推
薦
し

て
い
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
バ

レ
ー
が
総
務
大
臣
賞
に
選
ば
れ
、
１０

月
に
長
崎
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
過

疎
問
題
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
お
い
て
、

表
彰
を
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
グ

リ
ー
ン
バ
レ
ー
が

取
り
組
ん
で
い
た

移
住
交
流
の
取
り

組
み
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

企
業
の
誘
致
な
ど

が
過
疎
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

■
平
成
２５
年
度
の
地
方
交
付
税
に
つ

い
て
は
、
対
前
年
度
比
０
・
７
パ
ー

セ
ン
ト
１
５
８
２
万
９
０
０
０
円
の

増
と
な
っ
て
お
り
、
総
額
で
２１
億

２
７
５
３
万
８
０
０
０
円
と
決
定

し
て
い
る
。
ま
た
臨
時
財
政
対
債

に
つ
い
て
も
、
１
億
６
７
９
８
万

２
０
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
対
前

年
比
０
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
５１
万

５
０
０
０
円
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
経
費
の
削
減
と
歳
入
確
保
に

さ
ら
に
取
り
組
み
優
先
順
位
の
高
い

事
業
を
見
極
め
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
。
等
々
の
報
告
が
あ
っ
た
。

諸諸

報報

告告

○
平
成
２５
年
７
、
８
月
分
の
例
月
出

納
検
査
報
告

監
査
委
員
か
ら
一
般
会
計
及
び
特

別
会
計
に
属
す
る
出
納
状
況
を
出
納

機
関
の
諸
帳
簿
、
指
定
金
融
機
関
提

出
の
収
支
日
計
表
、
証
憑
書
類
と
照

合
し
た
結
果
、
過
誤
の
な
い
こ
と
を

確
認
し
た
こ
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

○
平
成
２５
年
指
定
金
融
機
関
の
監
査

結
果
報
告

監
査
委
員
か
ら
基
金
及
び
預
金
の

残
高
に
つ
い
て
、
過
誤
の
な
い
こ
と

並
び
に
事
業
概
要
及
び
財
務
・
事
業

実
績
に
つ
い
て
、
適
切
に
管
理
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
旨
の
報
告

が
あ
っ
た
。

○
健
全
化
判
断
比
率
報
告

健
全
化
判
断
比
率
及
び
そ
の
算
定

と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
は
、

適
正
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
２４

第３回目の下分地区防策訓練
今年は１６０名が参加し
DIGマップづくりに挑戦

※DIGとは：災害想像力ゲーム

耐震工事が進む神山町役場
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年
度
の
普
通
会
計
に
お
け
る
実
質
公

債
比
率
は
４
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比

率
、
将
来
負
担
比
率
は
算
出
さ
れ

ず
、
良
好
で
あ
る
、
旨
の
監
査
委
員

の
意
見
書
を
付
し
て
報
告
が
あ
っ
た
。

○
資
金
不
足
比
率
報
告

簡
易
水
道
会
計
の
資
金
不
足
比
率

及
び
そ
の
算
定
と
な
る
事
項
を
記
載

し
た
書
類
は
、
適
正
に
作
成
さ
れ
て

お
り
、
平
成
２４
年
度
に
お
け
る
資
金

不
足
比
率
は
算
出
さ
れ
ず
、
良
好
で

あ
る
、
旨
の
監
査
委
員
の
意
見
書
を

付
し
て
報
告
が
あ
っ
た
。

○
議
員
派
遣
報
告

森
林
基
幹
道
大
川
原
旭
丸
線
開
設

期
成
同
盟
会
総
会
に
つ
い
て
報
告
が

あ
っ
た
。

条条
例例
制制
定定
・・
改改
廃廃
等等

○
神
山
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条

例
の
制
定

国
で
は
少
子
高
齢
化
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
、
そ
の
大
き
な
原
因
の

１
つ
で
あ
る
出
生
率
の
低
下
に
歯
止

め
を
か
け
る
べ
く
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
や
す
い
社
会
を
目
指
す
た
め

の
、い
わ
ゆ
る
子
ど
も
・
子
育
て
関

連
３
法
を
平
成
２４
年
８
月
に
公
布
し

た
。こ

の
こ
と
に
よ
り
子
ど
も
、
子
育

て
関
連
３
法
の
中
の
子
ど
も
、
子
育

て
支
援
法
の
規
定
で
、
市
町
村
に
お

い
て
合
議
制
の
審
議
機
関
を
置
く
こ

と
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
本
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ

る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

人人
事事
案案
件件

○
神
山
町
教
育
委
員
会
委
員
の
選
任

神
山
町
阿
野
字
五
反
地
３
６
５
番
地
１

阿
部

正
氏

（
同
意
）

そそ
のの
他他

○
財
産
の
取
得

取
得
物
件

議
場
・
議
員
控
室
等
備
品
購
入

契
約
の
相
手
方

徳
島
市
八
万
町
沖
須
賀
１－

２

株
式
会
社

サ
ン
テ
ィ
ー

代
表
取
締
役

埴
渕

一
夫

取
得
価
格

１
１
、
２
１
４
、
０
０
０
円

取
得
目
的

老
朽
化
と
耐
震
工
事
に
伴
う
更

新

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
財
産
の
取
得

取
得
物
件

事
務
用
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー

等

契
約
の
相
手
方

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
２
丁
目
２９

番
地
１

扶
桑
電
通
株
式
会
社

徳
島
営

業
所

所
長

辻
井

伸
之

取
得
価
格

１
５
、
６
４
５
、
０
０
０
円

取
得
目
的

老
朽
化
に
伴
う
機
器
更
新

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
財
産
の
取
得

取
得
物
件

平
成
２５
年
度
後
期
高
齢
者
シ
ス

テ
ム

機
器
導
入

契
約
の
相
手
方

徳
島
市
か
ち
ど
き
橋
２
丁
目
２９

番
地
１

扶
桑
電
通
株
式
会
社

徳
島
営

業
所

所
長

辻
井

伸
之

取
得
価
格

８
、
９
２
５
、
０
０
０
円

取
得
目
的

老
朽
化
に
伴
う
機
器
更
新

（
賛
成
多
数
可
決
）

学童保育「すだっちっこクラブ」
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議議
員員
発発
議議
案案

○
「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球
温

暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の
財
源

確
保
」
の
た
め
の
意
見
書

自
然
災
害
な
ど
の
脅
威
か
ら
国
民

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
の
森
林
・

林
業
・
山
村
対
策
の
抜
本
的
な
強
化

を
は
か
る
こ
と
に
加
え
、
二
酸
化
炭

素
吸
収
源
と
し
て
最
も
重
要
な
機
能

を
有
す
る
森
林
の
整
備
・
保
全
等
を

推
進
す
る
市
町
村
の
役
割
を
踏
ま

え
、「
石
油
石
炭
税
の
税
率
の
特
例
」

に
よ
る
税
収
の
一
定
割
合
を
、
森
林

面
積
に
応
じ
て
譲
与
す
る
仕
組
み
の

構
築
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
道
州
制
導
入
に
断
固
反
対
す
る
意

見
書

効
率
性
や
経
済
性
を
優
先

し
、
地
域
の
伝
統
や
文
化
、

郷
土
意
識
を
無
視
し
て
つ
く

り
上
げ
る
大
規
模
な
団
体

は
、
住
民
を
置
き
去
り
に
す

る
も
の
で
あ
り
、
到
底
地
方

自
治
体
と
呼
べ
る
も
の
で
は

な
い
。
多
様
な
自
治
体
の
存
在
を
認

め
、
個
々
の
自
治
体
の
活
力
を
高
め

る
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
、
全
体
と
し

て
の
国
力
の
増
強
に
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。
よ
っ

て
、
神
山
町
議
会
は
、
道
州
制
の
導

入
に
断
固
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
議
員
派
遣

平
成
２５
年
度
主
要
地
方
道
石
井
神

山
線
並
び
に
高
原
石
井
線
整
備
改
良

促
進
期
成
同
盟
会
総
会
ほ
か
８
件
に

つ
い
て
議
員
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

○
委
員
会
の
閉
会
中
の
継
続
調
査

各
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
に

お
け
る
案
件
に
つ
い
て
、
閉
会
中
も

引
き
続
き
調
査
を
行
う
と
決
定
し

た
。

第
１
回
臨
時
会
は
、
平
成
２５
年

８
月
２１
日
に
開
催
し
た
。

提
出
議
案
は
、
条
例
の
制
定
２

件
、
補
正
予
算
１
件
を
審
議
し
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

が
提
案
さ
れ
、
１
億
７
０
０
２
万

円
が
追
加
し
た
。

主
に
、
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
事
業
基
金
積
立
金
、
環
境
セ
ン

タ
ー
屋
根
改
修
工
事
、
町
道
改
良

舗
装
工
事
の
補
正
と
な
っ
て
い

る
。

補
正
予
算

一
般
会
計

４４
億
０
９
９
４
万
円

（
１
億
７
０
０
２
万
円
）

（
右
は
予
算
総
額
、（

）
内
は
補
正
額
）

主
な
内
容

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
事
業
基

金
積
立
金

７
０
０
８
万
円

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
屋
根
改
修
工

事

３
１
８
０
万
円

町
道
改
良
舗
装
工
事４

０
０
０
万
円

条
例
制
定
・
改
廃
等

○
神
山
町
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
事
業
基
金
条
例
の
制
定

平
成
２４
年
度
の
国
の
補
正
予
算

に
よ
り
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
事

業
実
施
に
要
す
る
経
費
の
う
ち
地

方
公
共
団
体
が
負
担
す
る
経
費
に

充
て
る
た
め
国
が
交
付
を
す
る
も

の
で
、
平
成
２４
年
度
の
繰
越
事
業

及
び
平
成
２５
年
度
に
実
施
す
る
事

業
で
あ
っ
て
、
起
債
の
対
象
と
な

る
事
業
に
対
し
充
当
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
２５
年
度
の
充

当
事
業
は
、
繰
り
越
し
す
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
基
金

に
積
む
こ
と
で
、
平
成
２６
年
度
事

業
へ
の
充
当
が
可
能
と
な
る
た
め

基
金
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ

る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

○
神
山
町
課
題
解
決
先
進
市
町
村

戦
略
交
付
金
事
業
基
金
条
例
の

制
定

平
成
２５
年
度
に
新
た
に
創
設
を

さ
れ
た
県
の
単
独
事
業
で
あ
り
、

平
成
２５
年
度
か
ら
平
成
２６
年
度
の

２
年
間
で
実
施
を
す
る
事
業
で
、

本
年
度
に
２
年
分
が
一
括
し
て
交

付
さ
れ
る
。
来
年
度
分
は
基
金
に

積
み
立
て
て
平
成
２６
年
度
事
業
に

充
当
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
た
め
、
基
金
条
例
を
制
定

す
る
も
の
で
あ
る
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

平平
成成
２２５５
年年

第第
１１
回回

臨臨
時時
会会

二酸化炭素を吸収する森林
は、温暖化防止に重要な役
割を果たしています。
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問問
１
２
０
１
０
年
６
月
定
例
議
会

に
お
け
る
、
高
橋
議
員
一
般

質
問
の
若
者
定
住
住
宅
に
対
す
る
、

町
長
答
弁
の
そ
の
後
の
進
展
に
つ
い

て
。

�イ

若
者
定
住
住
宅
は
家
賃
で
な
く

分
譲
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
理
由
と

し
て
、
公
営
住
宅
法
の
縛
り
を
受
け

る
町
営
住
宅
に
関
す
る
、
い
ろ
い
ろ

な
事
情
を
考
え
る
と
若
者
向
け
の
賃

貸
の
手
法
は
難
し
い
と
の
理
由
で
は

な
い
の
か
。
地
方
公
共
団
体
に
よ
る

住
宅
分
譲
、特
に
若
者
向
け
の
対
応
に

つ
い
て
は
法
的
な
制
約
は
な
い
の
か
。

答答
町

長

�イ

家
賃
で
な
く
分
譲
の
手

法
と
し
た
の
は
、
大
旨
は
そ
の
と
お

り
で
あ
る
。
特
に
公
営
住
宅
法
の
縛

り
に
よ
る
入
居
要
件
の
中
で
、
所
得

要
件
が
一
番
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
。
長
の
裁
量
権
を
最
大
活
用
し
て

も
、
月
額
２
５
９
、
０
０
０
円
で
所

得
要
件
が
入
居
の
課
題
で
あ
る
。
法

的
な
制
約
に
つ
い
て
は
、
補
助
事
業

に
よ
る
原
資
で
補
助
事
業
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
は
、
法
的
に
問
題
に
な
る

可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

問問
�ロ

分
譲
は
民
間
と
の
競
合

も
あ
ろ
う
か
と
思
う
し
、
若

者
定
住
が
目
的
対
象
と
い
う
が
完
売

の
見
透
し
の
精
査
は
ど
の
様
に
し
て

い
る
の
か
。
又
若
者
定
住
向
け
分
譲

手
法
で
、
他
の
自
治
体
で
成
功
事
例

が
あ
れ
ば
知
り
た
い
。

答答
町

長

�ロ

完
売
の
見
透
し
精
査
に

つ
い
て
は
、
現
在
私
の
耳
に
住
宅
ど

な
い
か
な
り
ま
せ
ん
か
と
い
う
町
民

の
声
は
非
常
に
多
い
も
の
が
あ
る
。

特
に
Ｕ
タ
ー
ン
の
方
が
神
山
に
帰
り

た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
と
い
う
話
に
な

る
わ
け
だ
が
、
又
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
の
被
害
想
定
で
も
本
町
は
佐
那
河

内
村
と
並
ん
で
安
全
な
地
域
と
い
う

こ
と
か
ら
神
山
に
土
地
や
家
あ
り
ま

せ
ん
か
と
い
う
引
き
合
い
が
た
く
さ

ん
入
っ
て
い
る
。
未
だ
具
体
的
な
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
等
は
し
て
い
な
い
が

か
な
り
な
見
透
し
は
あ
る
と
思
う
。

当
然
完
売
に
向
け
て
努
力
す
る
の
が

基
本
姿
勢
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
又
分

譲
事
例
は
全
国
的
に
た
く
さ
ん
あ

る
。
島
根
県
の
海
士
町
で
は
、
注
目

を
浴
び
て
い
る
成
功
事
例
も
あ
る
。

問問
�ハ

過
疎
計
画
等
の
見
直
し

と
、
策
定
は
。

答答
町

長

過
疎
計
画
は
逐
次
ロ
ー
リ
ン

グ
し
急
に
迫
ら
れ
た
時
は
前
倒
し
し

た
り
後
に
ま
わ
し
た
り
す
る
の
で
、

必
ず
し
も
見
直
し
策
定
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
な
く
、
見
直
し

は
し
て
い
な
い
。

問問
�ニ

１０
戸
程
度
を
年
次
的
に

と
い
う
こ
と
だ
が
、
可
能
性

は
あ
る
の
か
。

答答
町

長

１０
戸
年
次
的
と
５
戸
１０
戸
と

い
う
の
は
常
に
頭
の
中
に
あ
る
わ
け

で
す
が
、
必
ず
し
も
こ
う
な
る
と
は

第
２
回

臨
時
会

第
２
回
臨
時
会
が
、
平
成
２５
年

７
月
２４
日
に
名
西
消
防
組
合
消
防

本
部
で
開
か
れ
た
。
本
臨
時
会
で

は
、
専
決
処
分
事
項
の
報
告
ほ
か

１
件
を
審
議
し
、
原
案
ど
お
り
承

認
可
決
し
た
。

条
例
改
正

○
名
西
消
防
組
合
職
員
定
数
条
例

の
一
部
改
正
（
専
決
処
分
の
報

告
）

職
員
の
大
量
退
職
が
続
く
こ
と

に
つ
き
、
職
員
の
養
成
に
専
門
的

な
訓
練
期
間
が
必
要
な
た
め
前
倒

し
採
用
を
行
い
、
消
防
活
動
能
力

の
低
下
を
防
ぐ
必
要
か
ら
職
員
定

数
条
例
を
「
５２
人
」
を
「
５６
人
」

に
改
め
る
も
の
で
あ
る
。

（
賛
成
多
数
承
認
）

○
名
西
消
防
組
合
神
山
消
防
署
消

防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備
工

事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
金
額

７
８
、
７
５
０
、
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方

板
野
郡
松
茂
町
広
島
字
南
ノ
川
４２－

３

三
電
計
装
株
式
会
社
徳
島
営
業
所

所
長

橋
本

信
二

（
賛
成
多
数
可
決
）

平平
成成
２２５５
年年名名

西西
消消
防防
組組
合合
議議
会会

一

般

質

問西崎哲夫議員

6かみやま議会だより



限
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問問
�ホ

神
山
町
移
住
交
流
セ
ン

タ
ー
が
進
め
て
い
る
、
空
屋

対
策
移
住
受
け
入
れ
計
画
と
の
整
合

性
は
。

答答
町

長

こ
れ
は
必
ず
し
も
整
合
性
は

な
い
と
思
う
。
神
山
町
移
住
交
流
セ

ン
タ
ー
計
画
は
、
現
在
空
屋
の
斡
旋

と
利
活
用
と
い
う
こ
と
が
前
提
に

な
っ
て
い
る
。
希
望
者
待
ち
が
あ
る

が
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
が
ほ
と
ん
ど
な

の
で
、
本
町
が
考
え
る
住
宅
計
画
の

中
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
の
方
を
優
先
し
な

が
ら
も
、
Ｉ
タ
ー
ン
も
受
け
入
れ
る

と
い
う
姿
勢
が
必
要
か
な
と
思
っ
て

い
る
。問問

再再

町
長
が
答
弁
し
た
町
営
住
宅

の
所
得
要
件
２
５
９
、０
０
０

円
と
い
う
の
は
、
私
の
調
査
で
は
税

法
上
の
給
与
控
除
し
た
り
と
か
、
い

ろ
い
ろ
な
控
除
を
受
け
た
後
の
所
得

で
あ
り
、
普
通
だ
っ
た
ら
５
０
０
万

円
６
０
０
万
円
近
い
所
得
が
あ
っ
て

も
所
得
要
件
を
満
た
す
と
理
解
し
て

い
る
。
む
し
ろ
、
同
居
人
が
要
る
と

問問
２

か
い
な
い
と
か
そ
の
他
諸
々
の
要
件

が
ネ
ッ
ク
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

神
山
町
で
は
旧
村
時
代
の
公

文
書
等
の
保
存
価
値
が
希
有

な
例
と
し
て
、
全
国
的
な
評
価
を
受

け
て
い
る
。（
全
国
で
２
例
と
か
）

特
に
戦
時
公
文
書
は
貴
重
で
あ
る
。

戦
後
６８
年
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代
が

現
役
世
代
と
な
っ
て
い
る
。

�イ

貴
重
な
戦
時
記
録
を
活
用
し
、

町
内
外
を
対
象
と
し
た
、「
戦
争
と

平
和
展
」
の
開
催
を
検
討
し
て
は
。

答答
教
育
長

開
催
検
討
に
つ
い
て
は
や
は

り
文
化
財
保
護
審
査
委
員
さ
ん
の
ご

協
力
が
前
提
と
な
る
。
議
員
の
い
う

よ
う
に
人
権
平
和
教
育
を
啓
発
し
て

い
く
こ
と
は
、
現
在
の
社
会
状
勢
に

お
い
て
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
開
催
は

可
能
か
ど
う
か
、
展
示
を
し
て
展
示

物
か
ら
平
和
の
大
切
さ
の
啓
発
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
文
化

財
保
護
審
議
委
員
さ
ん
と
相
談
し
て

い
き
た
い
。

問問
�ロ

町
内
小
中
学
校
で
は
、

戦
争
資
料
や
戦
跡
を
教
材
と

し
た
、
平
和
教
育
は
ど
の
様
に
な
さ

れ
て
い
る
か
。

答答
教
育
長

�ロ

小
学
校
で
は
３
、
４
、

６
年
生
の
国
語
、
６
年
生
の
社
会
、

全
学
年
が
使
っ
て
い
る
道
徳
の
教
科

書
に
戦
争
と
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

教
材
が
あ
る
。
戦
争
の
様
子
や
そ
の

時
の
人
々
の
暮
し
を
学
習
し
、
平
和

の
大
切
さ
や
人
権
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
り
し
て
い
る
。
中
学
校
で
は

２
年
生
の
当
初
合
同
で
２
校
修
学
旅

行
（
沖
縄
）
へ
行
く
た
め
事
前
学
習

と
し
て
１
年
生
の
３
学
期
か
ら
社
会

科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
、
第

二
次
世
界
大
戦
、
広
島
、
長
崎
の
原

子
爆
弾
、
沖
縄
の
地
上
戦
争
に
つ
い

て
の
学
習
や
、
県
中
学
校
人
権
教
育

研
究
会
が
編
集
発
行
し
て
い
る
「
わ

た
し
の
願
い
」
や
沖
縄
戦
を
題
材
に

し
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
あ
る
い
は
「
さ
と
う

き
び
畑
の
歌
詞
」
そ
う
い
う
も
の
を

教
材
と
し
て
話
し
合
っ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

坂口一之議員

問問
１
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

神
山
町
は
自
主
防
災
組
織
率

約
３４
％
で
あ
り
県
下
、
全
体
で
の
組

織
率
約
９２
％
に
比
し
極
端
に
低
い
が

災
害
時
は
助
け
合
い
手
伝
い
合
い
等

常
に
日
頃
か
ら
対
応
を
考
え
て
お
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今
後
の
町
の

組
織
率
向
上
の
取
り
組
み
は
？

答答
町

長

８
月
時
点
で
は
約
３４
％
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
約
４５
％
で
あ

る
。
防
災
組
織
的
な
機
能
の
伝
統
的

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
講
中
）
が

あ
る
が
、
高
齢
化
の
進
行
等
弱
体
化

し
て
い
る
。
ま
た
集
落
が
点
在
し
て

い
る
等
き
び
し
い
状
況
で
あ
る
が
町

民
の
理
解
・
協
力
を
得
な
が
ら
組
織

率
１
０
０
％
達
成
に
向
け
て
努
力
を

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

問問
２
町
民
所
得
に
つ
い
て

市
町
村
民
所
得
は
県
下
市
町

第１９号
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村
の
中
で
一
人
当
り
下
か
ら
３
番
目

で
約
１
６
１
万
５
千
円
で
あ
る
。

上
勝
町
等
企
業
過
疎
町
村
が
神
山

と
ほ
ぼ
同
じ
で
所
得
が
低
い
。

県
下
最
高
は
企
業
等
の
多
い
阿
南

市
約
３
７
５
万
円
で
、
県
平
均
は
約

２
７
６
万
円
で
あ
る
。

神
山
町
の
町
民
所
得
向
上
の
方
策
は
？

答答
町

長

所
得
確
保
の
産
業
（
企
業

等
）
が
少
な
い
、
ま
た
高
齢
化
等
年

金
生
活
者
が
多
い
等
町
民
所
得
が
低

位
に
あ
る
。

高
齢
者
に
出
来
る
農
産
物
（
ふ
き

の
あ
わ
春
香
等
）
の
栽
培
、
ス
ダ
チ

の
改
植
等
の
推
進
、
農
産
物
の
六
次

産
業
化
等
々
農
林
業
の
振
興
、
さ
ら

に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
企
業
の

誘
致
等
々
に
強
力
に
取
り
組
ん
で
ゆ
く
。

木元史幸議員

問問
１
公
共
施
設
の
安
全
策
に
つ
い

て

答答
総
務
課
長

町
内
に
は
、
１
２
１
の
建
物

が
あ
る
。
優
先
順
位
を
定
め
、
随
時

進
め
て
い
く
。

答答
住
民
課
長

平
成
２４
年
、
公
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
を
、
作
成
し
て
い
る
。
耐

震
診
断
に
つ
い
て
は
、
下
分
、
井
ノ

谷
団
地
を
実
施
し
て
い
る
。

問問
２
青
雲
寮
の
管
理
に
つ
い
て

答答
町

長

国
、
県
へ
、
過
疎
債
の
対
象

と
な
る
よ
う
、
お
願
い
し
て
い
る
。

解
体
処
理
を
し
、
先
ず
は
、
更
地
に

と
考
え
て
い
る
。

問問
３
昨
年
、
５
、
６
４
７
人
が
、

利
用
し
て
い
る
町
民
体
育
館

の
今
後
に
つ
い
て

答答
町

長

建
て

替
え
の
、
方

針
は
、
も
っ

て
い
る
。

�

�

行
政
視
察
な
ど
報
告
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町
内
視
察

９
月
１７
日
、
９
月
定
例
会
に
お
い

て
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
の
町
内
視

察
を
実
施
し
た
。

現
在
、
神
山
町
内
に
は
１０
社
を
超

え
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
が
設
立

さ
れ
、
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。

今
回
は
、
下
分
字
地
野
に
あ
る
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス
と
、
神
領
字
北
の
え
ん

が
わ
オ
フ
ィ
ス
の
２
箇
所
を
訪
ね

た
。
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
仕
事
の
内

容
や
設
備
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
、
最
先
端
の
雇
用
形
態
を
視
察
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
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市
町
村
議
会
議
員

短
期
研
修
に
参
加
し
て

１０
月
、
３
、
４
日
「
防
災
と
議
員

の
役
割
に
つ
い
て
」
樫
本
副
議
長
と

研
修
に
参
加
を
し
ま
し
た
。

�
丸
亀
市
川
西
地
区
自
主
防
災
会
・

代
表
よ
り

�
今
、
何
故
、
防
災
な
の
か
�

異
常
気
象
が
異
常
で
な
く
な
っ
た
。

安
心
安
全
を
、
人
ま
か
せ
に
し
て
い

な
い
か
。

�
活
動
を
前
に
進
め
る
た
め
に
�

女
性
会
員
の
参
画
、
被
災
地
へ
の
視

察
研
修
が
重
要
で
あ
る
。

�
家
庭
・
地
域
で
や
る
べ
き
こ
と
�

避
難
路
の
確
認
・
転
倒
防
止
金
具
の

取
り
付
け
。

�
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
�

訓
練
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
体

が
反
応
す
る
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
「
内
閣
総

コンプレックスを視察

昭和４２年建築の
神山町民体育館

8かみやま議会だより



理
大
臣
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

�
地
域
防
災
の
推
進
に
つ
い
て

瀬
戸
内
市
の
事
例

担
当
職
員

行
政
は
「
イ
ザ
」
と
い
う
時
に
何

を
し
て
く
れ
る
の
か
、
ハ
ー
ド
面
の

要
望
が
多
い
。
住
民
を
そ
の
気
、
や

る
気
、
本
気
に
さ
せ
る
た
め
に
、
年

２０
回
を
超
え
る
研
修
、
訓
練
、
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

�
津
波
想
定
高
３４
・
４
ｍ
の
そ
の
後

高
知
県
黒
潮
町
か
ら
の
報
告

�
住
民
の
命
を
守
る
た
め
に
は
対
策

の
見
直
し
と
、
住
民
に
過
度
の
不
安

を
与
え
な
い
よ
う
に
し
、
必
要
な
情

報
収
集
と
、
知
り
得
た
情
報
を
精
査

し
、
発
信
す
る
こ
と
。
住
民
の
反
応

は
、「
逃
げ
て
も
し
ょ
う
が
な
い
」

と
あ
き
ら
め
の
気
持
で
あ
る
。
そ
の

解
消
策
と
し
て
、
消
防
の
分
団
ご
と

に
職
員
２
０
０
人
を
地
域
担
当
制
と

し
た
。

�
地
域
防
災
の
考
え
方
と
向
上
戦
略

に
つ
い
て山

口
大
学

瀧
本
准
教
授

防
災
マ
ッ
プ
の
配
布
は
広
報
活
動

で
啓
発
活
動
に
な
っ
て
い
な
い
。

災
害
図
上
訓
練
は
現
場
で
実
施
を

し
て
見
え
な
い
も
の
を
見
る
確
認
が

重
要
で
あ
る
。

防
災
活
動
は
地
域
づ
く
り
で
あ

る
、
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
と
、
年
間

１
０
０
回
を
超
え
る
講
演
で
得
た
話

で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
半
が
経

過
、「
津
波
は
来
な
い
」
と
思
っ
て

い
る
人
が
多
か
っ
た
。
避
難
訓
練
も

行
事
化
し
、
危
機
感
が
な
か
っ
た
。

救
え
る
命
も
救
え
な
か
っ
た
と
の
報

道
が
さ
れ
て
い
る
。
神
山
町
に
お
い

て
も
水
害
、
山
腹
崩
壊
が
予
測
さ
れ

る
。
今
一
度
、
自
分
の
住
む
場
所
の

状
況
を
日
中
で
な
く
、
深
夜
を
想
定

し
た
安
全
確
認
を
怠
り
な
く
。

（
木
元

史
幸
）
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四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
参
加
し
て

去
る
９
月
２４
日
高
知
市
「
ザ

ク

ラ
ウ
ン
パ
レ
ス
新
阪
急
高
知
」
に
お

い
て
四
国
四
県
の
町
村
長
と
議
長
が

「
道
州
制
基
本
法
案
に
つ
い
て
」
と

題
し
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
大
森

彌
氏
の
基
調
講
演
並
び
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
午
後
２
時
か

ら
午
後
５
時
の
間
行
わ
れ
た
。

ま
ず
道
州
制
基
本
法
案
が

２
０
１
２
年
に
自
民
党
と
公
明
党
と

の
協
議
を
経
た
後
、
国
会
上
程
を
試

み
よ
う
と
し
た
が
、
全
国
町
村
会
が

「
道
州
制
の
導
入
で
更
な
る
合
併
に

追
い
込
ま
れ
る
懸
念
が
払
拭
で
き
な

い
」
と
強
く
反
発
し
た
が
修
正
案
を

作
成
し
再
度
上
程
し
よ
う
と
し
て
い

る
と
し
、
反
発
。
そ
も
そ
も
道
州
制

の
必
要
性
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解

と
支
持
が
不
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
都

道
府
県
を
廃
止
し
巨
大
な
州
を
設
置

す
る
の
か
、
市
町
村
合
併
を
前
提
と

し
た
道
州
制
を
な
ぜ
す
る
の
か
、
ど

う
し
て
国
の
役
割
を
極
力
制
限
す
る

の
か
、
税
財
政
制
度
は
ど
う
な
る
の

か
等
、
疑
問
は
尽
き
な
い
と
し
反
対

の
立
場
で
講
演
を
行
な
っ
た
。
ま
た

１
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
策

等
防
災
・
減
災
に
資
す
る
社
会

資
本
整
備
に
つ
い
て

２
、
米
軍
機
に
よ
る
低
空
飛
行
訓
練

中
止
な
ど
に
つ
い
て

３
、
四
国
地
方
の
交
通
基
盤
整
備
の

促
進
及
び
本
州
四
国
連
絡
道
路

の
通
行
料
金
等
に
つ
い
て

４
、
農
林
水
産
業
の
振
興
対
策
に
つ

い
て

５
、
さ
ら
な
る
地
方
分
権
の
推
進
及

び
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に

つ
い
て

の
５
項
目
を
国
へ
の
要
望
事
項
と

し
、
さ
ら
に
道
州
制
を
断
固
反
対
す

る
こ
と
を
特
別
決
議
し
て
閉
幕
し
た
。

（
森
本

吉
治
）

四国四県町村長・議長大会

第１９号
平成２５年１１月１５日発行9



43 億 6895 万円
(100%)

43 億 6895 万円
(100%)

歳　入歳　入
41 億 9033 万円

(100%)
41 億 9033 万円

(100%)

歳　出歳　出

町税
5億 3916 万円

(12.3％)

町税
5億 3916 万円

(12.3％)

地方譲与税
8982 万円
(2.1％)

地方譲与税
8982 万円
(2.1％)

人件費
8億 4631 万円

(20.2％)

人件費
8億 4631 万円

(20.2％)

扶助費
3億 4113 万円

(8.1％)

扶助費
3億 4113 万円

(8.1％)

公債費
5億 1895 万円

(12.4％)

公債費
5億 1895 万円

(12.4％)
物件費

5億 4193 万円
(12.9％)

物件費
5億 4193 万円

(12.9％)

補助費等
3億 1319 万円

(7.5％)

補助費等
3億 1319 万円

(7.5％)

普通建設事業費
3億 3139 万円

(7.9％)

普通建設事業費
3億 3139 万円

(7.9％)

積立金
6億 8245 万円

(16.3％)

積立金
6億 8245 万円

(16.3％)

繰出金
4億 7668 万円

(11.4％)

繰出金
4億 7668 万円

(11.4％)

その他
1億 3830 万円

(3.3％)

その他
1億 3830 万円

(3.3％)

各種交付金
9228 万円
(2.1％)

各種交付金
9228 万円
(2.1％)

地方交付税
23 億 4529 万円

(53.7％)

地方交付税
23 億 4529 万円

(53.7％)

分担金・使用料
6600 万円
(1.5％)

分担金・使用料
6600 万円
(1.5％)

国庫支出金
2億 0558 万円

(4.7％)

国庫支出金
2億 0558 万円

(4.7％)

県支出金
3億 0877 万円

(7.1％)

県支出金
3億 0877 万円

(7.1％)

町債
3億 2070 万円

(7.3％)

町債
3億 2070 万円

(7.3％)

その他
4億 0135 万円

(9.2％)

その他
4億 0135 万円

(9.2％)

一般会計と特別会計合わせ

６６億６２１５万円を認定�
●平成２４年度決算状況 （単位：千円）

計

６，６６２，１５３

６，９４３，６６７

△２８１，５１３

△４．１

６，３６４，６４１

６，４８３，１５１

△１１８，５１０

△１．８

●一般会計決算の内訳

２４年度普通会計地方財政状況調査
に基づくもので、決算額と一致し
ない。

特 別 会 計

後期高齢者医療

１１６，０６３

１０７，０１６

９，０４７

８．５

１１５，９４５

１０６，９０５

９，０４０

８．５

介護保険

９３９，０２６

９１５，９６２

２３，０６４

２．５

９３０，２５０

８８５，５０３

４４，７４７

５．１

簡易水道事業

１４６，２６６

１４９，０２４

△２，７５８

△１．９

１３５，９９５

１４４，１７３

△８，１７８

△５．７

平成２４年度

決 算

国民健康保険

１，０９１，８４３

１，０８８，５６９

３，２７４

０．３

９９２，１２０

８４６，１２６

１４５，９９４

１７．３

一般会計

４，３６８，９５５

４，６８３，０９６

△３１４，１４０

△６．７

４，１９０，３３１

４，５００，４４４

△３１０，１１３

△６．９

会 計 区 分

２４ 年 度

２３ 年 度

増減額

増減率（％）

２４ 年 度

２３ 年 度

増減額

増減率（％）

歳 入

歳 出

10かみやま議会だより



43 億 6895 万円
(100%)

歳　入
41 億 9033 万円

(100%)

歳　出

町税
5億 3916 万円

(12.3％)

地方譲与税
8982 万円
(2.1％)

人件費
8億 4631 万円

(20.2％)

扶助費
3億 4113 万円

(8.1％)

公債費
5億 1895 万円

(12.4％)
物件費

5億 4193 万円
(12.9％)

補助費等
3億 1319 万円

(7.5％)

普通建設事業費
3億 3139 万円

(7.9％)

積立金
6億 8245 万円

(16.3％)

繰出金
4億 7668 万円

(11.4％)

その他
1億 3830 万円

(3.3％)

各種交付金
9228 万円
(2.1％)

地方交付税
23 億 4529 万円

(53.7％)

分担金・使用料
6600 万円
(1.5％)

国庫支出金
2億 0558 万円

(4.7％)

県支出金
3億 0877 万円

(7.1％)

町債
3億 2070 万円

(7.3％)

その他
4億 0135 万円

(9.2％)

税の公平化と収納に努力を～町税等 滞納総額４９２６万円

●平成２４年度の財政状況

解 説

１に近く１を超えるほど財源に余裕がある。

財政構造の弾力性を判断する指標で、７５％程度に納まるのが妥当と考えら
れている。

一般財源に占める公債費の割合で、１５％を下回るのが望ましい。

全ての事業の公債費比率で、１８％以上は起債（借入金）に知事の許可が必要

●平成２４年度町税等未収金の状況 （単位：円）

前年度との比較

増減率（％）

△２．６

△６１．９

△７．４

△２０．５

８．６

△８．１

△４．８

平成２４年度「一般会計」決算を認定
－安心安全な住み良いまちづくりの決算になったか－
決算額を前年と比較し、歳入で増加したのは繰入金の

５７３２万円２０７．２％増、自動車取得税交付金の１８８万円
１１．３％増があげられ、逆に減少したのは国庫支出金１億
８７１８万円４６．９％減、地方交付税６０９８万円２．５％減などと
なっている。
歳出で増加したのは衛生費で２０７８万円１０．２％増、農林
水産業費で１６３４万円６．３％増となっている。減少したの
は教育費１億３５２６万円３０．５％減、災害復旧費８９１０万円
４７．２％減などとなっている。
全体的には、小中学校校舎の耐震化工事、神山消防署
建築工事の完了、災害による復旧事業が減少したことに
より、歳出経費が減少している。
財政では、実質公債費比率が、４．７％（昨年６．５％）で
昨年度より１．８％下回っているが、さらに効率的な財政
運営に努力するよう監査委員から指摘があった。

増 減 額

△８８２，５５５

△４１３，６２０

△１，１７４，８４７

△２４，０００

４２，３００

△１９，８００

△２，４７２，５２２

未 収 額

２３ 年 度

３４，２６７，０１３

６６８，４２０

１５，９３８，５４７

１１７，３４０

４９２，０００

２４４，２５０

５１，７２７，５７０

２４ 年 度

３３，３８４，４５８

２５４，８００

１４，７６３，７００

９３，３４０

５３４，３００

２２４，４５０

４９，２５５，０４８

借り入れ金や基金はいくらに
なっているか
●地方債現在高（３月３１日現在）

３３億１０９１万円

●基金残高（５月３１日現在）

４０億０３８４万円

９億１３９０万円

２３億１６４１万円

１億００００万円

５００万円

２１２８万円

１億９１７６万円

２００万円

７５億５４１９万円

指 数

２３年度

０．２１６

７４．３

４．１

６．５

財 政 調 整 基 金

減 債 基 金

その他特定目的基金

財 政 調 整 基 金

そ の 他 の 基 金

水 道 基 金

介護給付費準備基金

そ の 他 の 基 金

計

２４年度

０．２１８

７６．４

３．３

４．７

区 分

町 税

町 営 住 宅 使 用 料

国 民 健 康 保 険 税

簡 易 水 道 使 用 料

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

計

名 称

財 政 力 指 数

経常収支比率

公 債 費 比 率

実質公債費比率

一

般

国

保

介

護
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議
会
の
動
き

９
月

１５
日

下
分
地
区
敬
老
会

２２
日

神
領
地
区
敬
老
会

２４
・
２５
日

四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会

２９
日

阿
川
地
区
・
上
分
地
区
敬
老

会

１０
月

２
日

主
要
地
方
道
石
井
神
山
線
並

び
に
高
原
石
井
線
整
備
改
良

促
進
期
成
会

３
・
４
日

市
町
村
議
会
議
員
短
期

研
修

４
日

主
要
地
方
道
神
山
鮎
喰
線
整

備
改
良
促
進
期
成
同
盟
会

６
日

広
野
地
区
・
鬼
籠
野
地
区
・

左
右
内
地
区
敬
老
会

８
・
９
日

監
査
委
員
全
国
研
修
会

１５
〜
２１
日

定
例
監
査

１６
日

平
成
２５
年
第
２
回
臨
時
会

２２
日

四
国
横
断
線
改
良
期
成
同
盟

会
理
事
会
・
総
会

２３
〜
２５
日

議
会
議
員
行
政
視
察
研

修

３０
日

国
道
４
３
８
・
４
３
９
号
並

び
に
主
要
地
方
道
山
城
東
祖

谷
山
線
改
良
促
進
期
成
同
盟

会
総
会

１１
月

５
日

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
研

修
会

１３
日

町
村
議
長
会
議
長
全
国
大
会

１４
・
１５
日

徳
島
県
町
村
議
長
会
役

員
研
修

編編

集集

後後

記記

猛
暑
の
後
残
暑
が
長
く
や
っ
と

秋
の
虫
が
賑
や
か
に
な
っ
た
此
の

頃
、
町
内
各
地
域
で
敬
老
会
が
開

催
さ
れ
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
７５
才
以
上
の
対
象
者

は
、
約
２
千
名
で
今
後
益
々
多
く

な
っ
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
高
齢

者
、
自
己
管
理
と
行
政
が
実
施
し

て
い
る
健
康
教
室
等
を
利
用
し
て

健
康
寿
命
を
伸
ば
し
日
々
の
生
活

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。議

会
だ
よ
り
も
平
成
２０
年
３
月

定
例
会
の
第
１
号
か
ら
発
刊
１９
号

と
な
り
ま
し
た
本
議
会
だ
よ
り
に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
相
原

浩
志
）

議会用語解説

議議議議決決決決権権権権ととととはははは
議会は様々な権限を有していますが、その中で議決権は議会の本来的な中心に位置づけ

られるものです。その主なものは次のとおりです。

①条 例 制 定 権 条例の制定改廃の権限で基本的かつ重要な権限で、条例の制定手

続きは議会の議決を経なければなりません。

②予 算 議 決 権 町の予算は町長が作成して議会に提出し、議会の議決を経ること

により成立します。

③決 算 の 認 定 町の一会計年度における歳入歳出の執行が確定した実績を、審査

し正当に行われたか確認し認定する権限です。

④重要な契約の締結 一定の重要な契約の締結について適正を担保するために、契約の

内容や契約価格の妥当性を議会の判断に諮り議会の議決を経ること

です。 ？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱＱ
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